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１ 計画策定にあたって 

ଏཱིۢͺɼ� ͯ͹Ϛφϩϋρέద՟ୌͲ͍Ζʰ࣑҈ʱh ָྙʱh ʱh߃݊ සࠖ͹࿊࠱ʱ͹մভ

Ͷ͜޴ɼસுΝ͝ڏͱखΕૌΞͲͪ͘ɽͨ͹஦Ͳ΍ʰසࠖ͹࿊࠱ʱͺસͱ͹Ϛφϩϋρέద

՟ୌ͹ࠞఊͲ͍Ζͳଌ͓ɼฑ੔ �� ೧ౕͶસࠅͶ઎ۨ͜ͱʰາཔ΃ͯ͵͍͛ͫͬϕϫζΥέ

φ ࢢʹ΍͹සࠖଲܯࢬࣰࡨժʱΝࡨఈɽࢢʹ΍͹සࠖΝࡃܨద͵ࠖڃͶݸఈͦͥɼऀճద

ద͵՟ୌͲ͍Ζͳ೟ࣟ͢ɼͨ͹մ݀Ώ߻સൢͶΚͪΖ෵ڧ৏͹໲ୌ͵ʹ੔ү؂߃Ώཱི݊ݿ

༩๹Ͷસுର੏ͲखΕૌΞͲͪ͘ɽྫ ࿪̐೧ౕ͖Δͺɼh୊̐ࢢغʹ΍͹සࠖଲܯࢬࣰࡨժʱ

Ͷ͕͏ͱɼh ʥɦ఼ࢻ૓͹ڢಉʀڢճ͹ैࣰʱΏʰஏҮͳ͹ؖΚΕʤؽݩ΍͹ରʹࢢ ͵ʹ͹ख

ΕૌΊΝ఼॑దͶ਒ΌΖͳͳ΍Ͷɼh ԋʱΏࢩ΍ͪͬ΃͹ʹࢢͶϩʖς͹͍Ζࠅ֐੸ͳࠅ֐

ʰٝແگүश྅ޛ͹ऑ೧ंࢩԋʱ͵ʹ৿ͪ͵՟ୌͶͯ͏ͱࡨࢬΝ଩ͬड़͢ͱͪ͘ɽ 

Ͷ͕͏ͱͺɼhࠅ ͞ʹ΍ΉΞ͵͖ऀճʱ͹ࣰݳ͹ͪΌɼྫ࿪̒೧Ͷʰ͞ʹ΍خຌ๑ʱΝ੏

ఈʤྫ࿪̓೧݆̒̏ೖߨࢬʥɽೖຌݓࠅ๑ࣉ;ٶಒ͹ݘཤͶؖͤΖড়༁ʤࢢʹ΍͹ݘཤড়༁ʥ

͹੠ਈͶ͹ͮͳΕɼࢢʹ΍ʀऑंΝݘཤ͹कରͳ͢ͱଜ॑͢ɼͨ ͹࠹વ͹ཤӻΝͤྂߡΖ͞

ͳ͵ʹΝخຌཀྵ೨ͳͪ͢ɽΉͪಋ๑ͶخͰ͘ɼ͞ʹ΍ࡨࢬΝ૱߻దͶਬ਒ͤΖͪΌɼh ͞ʹ

΍୉ߟʱֵ͗٠݀ఈ͠Ηɼ࣑ࣙରͶ͕͏ͱ΍ʰঙࢢԿऀճଲࡨʱh ԋʱhࢩ΍ऑंү੔ʹࢢ ͞

ʹ΍͹සࠖଲࡨʱ͹ � ͯ͹఼ࢻΝ੟ΕࠒΞͫʰ͞ʹ΍ܯժʱ͹ࡨఈ͗౔ྙٝແͳ͠Ηͪɽ 

ଏཱིۢͲͺɼ͞ ʹ΍ܯժΝࡨఈͤΖ͞ͳͶؖ͢චགྷ͵ߴࣆΝ৻٠ͤΖͪΌɼۢ ௗ͹෡଒ؽ

ؖͳ͢ͱଏཱིۢ͞ʹ΍ܯժ৻٠ճʤҐԾʰ৻٠ճʱͳ͏͑ɽʥΝઅ஖ɽ৻٠ճͺۢௗ͹ࣀ໲

ͶԢͣɼଏཱིۢ͞ʹ΍ܯժ͹ࡨఈͶ͍ͪͮͱɼࢢʹ΍ʀऑंΝखΕ͚ת՟ୌͶͯ͏ͱචགྷ͵

 ੓Ν੖ཀྵͪ͢͹Ͳɼͨ͹݃ՎΝ౶ਅͤΖɽ޴๏Ώ๏͓ߡ͵ຌదخ٠͢ɼ৻Ν௒ࠬߴࣆ

 

（１）足立区の子ども・子育て家庭を取り巻く状況と課題 

ଏཱིۢ͹૱ਕ޳ͺɼ௜ۛ �� ೧ؔͲ̓ຬਕ༪ΕଁՅ͢ɼྫ࿪ � ೧ � ఼݆࣎Ͳͯ͏Ͷ ��

ຬਕΝಧഃͪ͗͢ɼྫ࿪ � ೧ � ݆Ͷۢ͗ͪͮߨਕ޳ਬܯʤ஦ҒਬܯʥͶΓΖͳɼྫ࿪ ��

೧Ͷͺਕݰ޳ঙͶ఺ͣΖࠒݡΊͲ͍ΖɽΉͪɼྫ࿪ � ೧ � ఼݆࣎Ͳͺ � Δ͖ࡂ � ΉͲࡂ

͹मָ઴ࣉಒ͹ਕ޳ͺ ������ ਕͲɼྫ ࿪ � ೧ � ఼݆࣎ͳർֳ͢ͱ � ೧ؔͲ༁ ঙݰ�����

͢ͱ͕Εɼ� Δ͖ࡂ �� ͳർֳ͢ͱ༁غͶ͕͏ͱ΍ಋ࣎޳ಒ͹ਕࣉΉͲ͹मָࡂ �ঙݰ�

͢ͱ͏Ζɽ 

੊ଵ͹য়ڱͲͺɼҲൢ੊ଵʤˠ�ʥસରͲଁՅܑ޴Ͷ͍Ζ΍͹͹ɼ�� ΍͗͏ʹࢢາຮ͹ࡂ

ΖҲൢ੊ଵͺྫ࿪ � ೧఼࣎Ͳ ������ ੊ଵͳฑ੔ �� ೧͖Δ �� ೧ؔͲ༁ ���ঙ͢ͱ͏ݰ�

Ζɽड़ਫ਼਼΍ݰঙܑ޴Ͷ͍Εɼଏཱིۢ͹ྫ࿪ � ೧͹ड़ਫ਼਼ͺ ����� ਕͳգڊ � ೧ؔͲ༁

ˠ� ੊ଵΝʰҲൢ੊ଵʱͳʰࢬઅ౵͹੊ଵʱ͹ �ͯ Ͷۢ෾ɽh ͹ָਫ਼ʀਫ਼ైɼබӅ͵ʹ͹ࣹॕر͹ྊʀߏઅ౵͹੊ଵʱͳͺɼָࢬ
ಝఈ͹ࢬઅͶͤेڋΖୱਐं͖Δ੔Ζ੊ଵɽ͞ΗҐ֐͹੊ଵΝʰҲൢ੊ଵʱͳ͏͑ 
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� ঙ͢ɼྫ࿪ݰׄ � ೧͹ʰܯ߻ಝचड़ਫ਼ིʱͺͯ͏Ͷ ���� ͳ͵ͮͪɽҲ๏Ͳɼࠅ֐ਕਕ

��Ͷͯ͏ͱͺɼ੊ଵ਼͹ଁՅͳͳ΍Ͷɼ޳ ΍ྫ࿪޳າຮ͹ਕࡂ � ೧ � ఼݆࣎Ͳ ����� ਕ

Ͷ͹·Εɼྫ࿪ � ೧ � ݆ͳർֳ͢ͱ � ೧ؔͲ ��ˍଁՅͳ͵ͮͱ͏Ζɽ 

ඬͳ͢ͱ͏ΖमָࢨΝ଎Ζڱ΍͹සࠖ͹য়ʹࢢͳ͢ͱͺɼۢ͹ڱয়͚ת΍ΝखΕʹࢢ

ԋঁིͺ೧ʓݰঙͤΖͳͳ΍Ͷɼྙָેخ͹ఈ஥Ώࣙߢހఈ״͹޴৏͵ʹɼ͞ ΗΉͲ͹ۢ

͹සࠖଲࡨͺɼҲఈ͹ްՎΝ΍ͪΔ͢ͱ͏Ζͳ೟ࣟ͢ͱ͏ΖɽҲ๏ɼऀ ճదཱིݿΏසࠖ͹

࿊࠱Ͷͯ͵͗ΖՆ೵੓͍͗Ζ෈ౌߏɼӀ͘͞΍Εɼ஦౏ୂָ͵ʹ΍ە٦͹՟ୌͳ͵ͮͱ͏

ΖɽΉͪɼۛ೧ͺҍώ΢φɼ༂͹գ৔ઃखɼࣙࡶ͵ʹͳ͏ͮͪໍͶؖΚΖࣆҌ͹൅ਫ਼΍୉

͘͵໲ୌͳ͵ͮͱ͏Ζɽ 

ΖՊఋͶؖ͢ͱͺɼ୊͓ࢩ΍ʀऑंΝʹࢢ � ժͶ͕͏ͱɼܯۂࣆԋࢩүͱࢢ΍ʀʹࢢغ

༁ � ׄ͹ฯ͗ंޤʰࢢүͱͺֺ͢͏ʱͳͣ״ɼ༁ � ׄ͗ʰࢢүͱ͢Ώͤ͏Ήͬʱͫͳͣ״

ͱ͏Ζͳ͏͑݃ՎͲ͍ͮͪɽҲ๏ɼͽͳΕ਎ՊఋͶؖ͢ͱࡃܨয়ڱͺ͏͢ݭয়ڱͶ͍Εɼ

ʰࡑݳ͹ࣆ࢕ɼಉ͘๏Νร͓ͪ͏ ͳɦͮࢧͱ͏Ζ๏͹༁ � ׄ͗h फ೘͗Γ͚͵͏ʱ͵ʹܨ

ɼࣉͱ͏Ζ͞ͳ͗Κ͖ΖɽΉͪͣ״దͶࠖೋΝࡃ ಒٰଶͶ͕͏ͱͺणཀྵ਼݇ٶ;֚౲਼݇

ͳ΍ͶଁՅܑ޴Ͷ͍Εɼྫ ࿪ � ೧ౕ͹֚౲਼݇ͺ ����� ݇ͳྫ࿪ � ೧ౕͳർֳ͢ͱ ����ˍ

͹୉෱ଁͳ͵ͮͱ͏Ζɽ൅ୣ૮஌͹਼݇΍ଁՅܑ޴Ͷ͍Εɼྫ ࿪ � ೧ౕ͹૮஌਼݇ͺ �����

݇ͳྫ࿪ � ೧ౕͳർֳ͢ͱ༁ �����ଁՅ͢ͱ͏ΖɽΉͪɼࠅ֐ͶϩʖςΝ΍ͯՊఋ͹ଁ

ՅΏɼࢢʹ΍͹൅ୣ໚౵Ͷ෈҈Ν์͓ΖՊఋɼࢩԋ͹ଲেͳΉͲͺ͵Δ͵͏༹͗ʓ͵ೲΊ

Ν์͓ΖՊఋ͵ʹɼଡ༹͵ωʖθͶ໪Ν͜޴ଲԢ͢ͱ͏͚චགྷ͍͗Ζɽ 

͞ΗΔ͹ݳয়ͳ՟ୌΝಁΉ͓ɼޛࠕଏཱིۢͳ͢ͱͺɼࢢʹ΍ʀऑंɼࢢүͱՊఋ౲ंࣆ

͵ʹ͖ΔқݡΝ௎͘ɼࢂժͲ͘ΖؽճΝ఑͢ڛ͵͗Δɼࣙ ͹ϪζϨΦϱηΝʹ͵״ఈߢހ

߶ΌΖͪΌ͹ࡨࢬΝࣰͤߨΖ͞ͳ͗॑གྷͲ͍Ζɽ 
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２ こども計画の進むべき方向（方針） 
足立区の子ども・若者、子育て家庭を取り巻く課題を踏まえ、足立区こども計画が目指す

べき方向性について、次のとおり示す。 

 

（１）基本理念 

こども基本法及びこども大綱に基づき、すべての子ども・若者が権利の主体として尊重

され、その最善の利益が考慮される「こどもまんなか社会」の実現に向けて、これまでの

区の取組、現状を踏まえた「足立区こども計画」の基本理念について、以下の３つの要素

について議論した。 

 

ア 子どもの貧困対策に重点を置いた計画 

足立区では 4 つのボトルネック的課題の根底となる「貧困の連鎖」を断ち切るためこ

れまで重点的に施策を実施してきた。区が今まで実施してきた子どもの貧困対策は、こ

れからも緩めることなく施策を進めていくという思いを込めるべきであり、最も重要な

視点として基本理念に表現されたい。 

こども基本法及びこども大綱で「すべての子どもに対する支援」という包括的な視点が

示され対象の広がりが意識される中、足立区こども計画は、これまでの子どもの貧困対

策実施計画をベースとした計画とする方向性のもと、より困難な状況にある人々を手厚

く支援し、厳しい層に目を向ける姿勢が重要である。その意味において、「生まれ育った

環境に左右されない」という言葉は足立区が⾧年取り組んできた子どもの貧困対策のレ

ガシーであり、足立区の進むべき方向をより強く表現する言葉であると考える。 

 

イ 未来に向けたウェルビーイング 

今まさに厳しい現実に直面する子ども・若者がいることを踏まえ、夢や希望を後押しす

る支援だけでなく、現実的な支援を今後も充実させていくことを期待する。また、子ど

も・若者が人生の様々な場面において生まれ育った環境などにより、諦めることなくや

りたいことに挑戦することや、やりたいことを見つけることができる足立区を目指して

いくべきである。その意味において、「ウェルビーイング（※2）」は、身体的・精神的・社

会的に「満たされている状態（幸せ）」を意味する包括的な概念であり、今と未来を含め

た「子ども・若者の幸せ」を表現するものとして相応しいと考える。 

 

※2 身体的、精神的、社会的に良好な状態にあることを指す概念で幸福で満たされた状態を意味する。主観的な幸福感や満足感だ
けでなく、客観的な指標（平均寿命、収入、労働時間など）も含まれる 
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ウ 子ども・若者の意見表明・参画 
ΏखૌΝఴ֋ͤࡨࢬԋͤΖͶ͍ͪͮͱͺɼଡ༹͵ωʖθͶԢ͓ΔΗΖࢩ΍ΏऑंΝʹࢢ

Ζ͞ͳ͗චགྷͲ͍Ζɽ͞ ʹ΍خຌ๑Ͷ͕͏ͱɼࢢʹ΍ͶؖΚΖܯժ͹ࡨఈΏࡨࢬ͹ࣰࢬͶ

͍ͪͮͱɼࢢʹ΍ʀऑंΏࢢүͱ౲ंࣆ౵͹қݡͶࣘΝܑ͜ɼͨΗΝൕӫͦ͠ΖͪΌͶච

གྷ͵ી஖ΝͥߪΖ͞ͳͳوఈ͠Ηͱ͏Ζɽ༹ ʓ͵য়ڱͶ஖͖Ηͱ͏Ζࢢʹ΍ʀऑं͹ωʖ

θͶࢩͪͮ߻ԋΝ౲ंࣆͶ఑ͤڛΖͪΌͶͺɼ౲ंࣆͶرΕశ͏ɼ࠹న͵મ୔ࢸΝ༽қͤ

Ζ͞ͳ͗،གྷͲ͍Ζɽࢢʹ΍ʀऑं͹ΤΥϩϑʖ΢ϱήΝ߶ΌΖͪΌͶʹ͑͏ͮͪࢩԋ͗

චགྷ͖Νʰͳ΍Ͷ͓ߡ ɼɦͨΗΝࣰ͢ߨͱ͏͚ࡏ΍චགྷͶԢͣͱ൒ૺࢩԋΏɼഐ஦Νԣͤ

Γ͑͵͗ࢡනݳͲ͘Ζ΍͹ͳ͢ͱh ͳ΍Ͷ਒΋ ͳɦ͏͓͑ߡ๏Νخຌཀྵ೨Ͷ੟Εࠒ΋͞ͳ

͗॑གྷͲ͍Ζɽ 

 

 

 

Ґ৏ΝಁΉ͓ɼۢ͹خຌద͵๏ਓͳ͢ͱʰਫ਼ΉΗүͮͪڧ؂Ͷࠪӊ͠Η͵͏າཔͶ޴

͖ͮͱɼࢢʹ΍ʀऑं͹ΤΥϩϑʖ΢ϱήΝͳ΍Ͷ͓ߡɼͳ΍Ͷ਒΋ΠξοΝ͚ͯͮͱ͏

͚ʱͳ͏͑خຌཀྵ೨Ν৻٠ճͳ͢ͱ఑ҌͤΖɽ 

 

΍ʀऑं͹੢ͶࣘΝܑ͜ɼʹࢢժ͹ଲেͳ͵ΖܯఈͶ͍ͪͮͱ΍ɼࡨժ͹ܯɼຌޛࠕ͕͵

౲ंࣆͶͳͮͱΚ͖ΕΏ͚ͤɼࣙ෾ࣆͳ͢ͱଌ͓ΔΗΖܯժͳ͢ͱ͏ͪͫͪ͘͏ɽ 
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（２）計画の柱 

基本理念を実現するためには、子ども・若者が様々な支援を受けながら、人生の多様

な分岐点で自分らしい選択をし、健やかに成⾧して未来に向かって進むための「生き抜

く力」を育んでいける姿が望ましいと考え、その必要な要素として３つの柱に整理す

る。 
 

【柱１】すべての子ども・若者の生き抜く力を育む 

この柱は、子ども・若者自身に関する取組を指す。心と体の健やかな成⾧支援を基礎と

し、子ども・若者が自由に意見を表明でき、社会に参画することなどを通じて、生き抜く力

を育むことを目指す。具体的には、学びや体験、遊びの機会を通じて自己肯定感を育み、夢

や希望を実現するための切れ目ない支援を行う。それにより、子ども・若者が家庭や地域な

どから支援を受けながら自分らしい選択をし、未来へ進んでいける力を育んでいく。 

 

【柱２】安心して子どもを産み育てられる環境を充実させる 

この柱は､子育て家庭（当事者）への支援に関する取組を指す。家庭の生活基盤を安定さ

せ、安心して子どもを産み、子育てができるよう、産前期から青少年期までの切れ目ない

支援や、経済的に困難な家庭や特別な配慮が必要な家庭へのきめ細やかな対応を目指す。

ソーシャルエコロジカルモデル（※3）における子どもを囲む「子育て家庭」が、その成⾧を

支える基盤として安定し、多様な支援に支えられながら自立した生活を送ることで、子ど

も・若者の健やかな成⾧につなげる。 

 

【柱３】地域全体で子どもの成⾧を支える 

この柱は、地域社会が子ども・若者、子育て家庭を支援する体制づくりに関する取組を指

す。区民が「支え手」としての役割を意識することや、地域団体や企業などの連携により、

子ども・若者、子育て家庭を地域全体で支える仕組みを整える。そのために、国が目指す

「こどもまんなか社会」への理解促進や、子ども・若者の健全な育成、多様な団体との連携

を促進しながら、ソーシャルエコロジカルモデルにおける子どもと家庭をさらに取り囲む

「地域」と「行政、学校・園（※4）等」が、一体となって協力し、支え合っていく。 

 
 

※３ 子どもを中心にして、その子どもに直接関わる人たち（保護者、行政、地域、団体など）が支援している様子 
※４ 「学校」と「幼稚園・保育園などの園」 
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（３）こども計画において必要な「視点」 

   こども計画を審議する中で、基本理念の実現に向けて大切にしたい考え方として、分野

横断的に取り組んでいくべき内容や取組姿勢に関する意見があった。これらを「視点」と

して、次のように示す。 

 

ア 子ども・若者等の「意見表明と参画機会」の創出 

こども基本法において、「子ども･若者が権利の主体であり､その最善の利益が考慮され

るべきであること」及び「子どもの年齢や発達の程度に応じて、自身に関わる事項につい

て意見を表明し、社会活動に参画する機会が確保されること、そしてその意見が尊重さ

れること」などが基本理念で定められている。こども基本法の理念に基づき審議会では、

子どもたちの「やってみたい」という気持ちを応援し、主体的な選択や自己決定を尊重す

る環境づくりが重要であるとの議論があった。また、自ら意見を表明することが困難な

子ども等の、声なき声にも耳を傾ける必要がある。その代弁者として、保護者などの子育

て家庭のほか、保健師やスクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーなどの子

どもに関わる専門職や、要保護児童対策地域協議会を構成する支援を担う専門機関、子

どもを支援する地域団体などが、より意見しやすい仕組みにしていくことが重要である。 

 

イ 必要な人に対する「伝わる情報発信」 

審議会では、情報が届きにくい人へのアプローチが大きな課題であり、必要な情報が

子ども・若者や子育て家庭へ確実に届くよう、より効果的な情報発信が必要であるとの

議論があった。この議論の中で、単にホームページに情報を掲載するだけでなく、多様な

ニーズに合った情報を的確に提供するため、AI などの活用も含め、誰でも必要な情報に

容易にたどり着けるような仕組みとするなどの工夫が必要であるとの意見があった。一

方で、様々な事情で自ら情報を得られない方や情報を自分事として捉えられない方のた

めに、伴走支援の拡充など、人とのつながりを通じた情報伝達の重要性について複数の

意見があった。特に、孤立しがちな子育て世帯や、日本語に不自由があり、コミュニケー

ションがとりにくい外国にルーツを持つ保護者などに対しては、家庭訪問や地域コミュ

ニティを通じた口コミなどのような「人と人とのつながり」によって伝達する方法が効

果的であり、伝える相手や内容によって適切な方法を使い分ける必要がある。 
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ウ 多様なニーズや課題に応じた「切れ目ない支援」 

ଏཱིۢͺ͞ΗΉͲ෱ࢩ͚߁ԋࡨʤνʖΰρφΠϕϫʖοʤˠ�ʥɼϤωώʖγϩΠϕϫʖ

οʤˠ�ʥʥΝࣰ͢ࢬͱ͏Ζ͗ɼ੏ౕ͹ؔڳͲࢩԋ͖Δ΍Ηͱ͢Ή͑ࢢʹ΍ʀऑंɼࢢүͱՊ

ఋ͵ʹ͗͏Ζ͞ͳΝ೟ࣟ͢ɼ͠ΔͶ͘ΌࡋΏ͖͵ࢩԋ͹࢕ૌΊΝߑ஛͢ͱ͏͚͞ͳ͗ච

གྷͲ͍Ζɽ͞ΗΉͲ΍ɼड़͖ࢊΔࢢүͱغ͹઀Η໪͵͏ࢩԋΝ͑ߨʰ$60$3ʱۂࣆΏɼ

ٝແگүश྅ޛ͹ऑ೧ंࢩԋ͵ʹ઀Η໪͵͏ࢩԋΝఴ֋͢ͱ͏Ζɽޛࠕ΍ࢩԋ͗౏઀Η

͵͏͞ͳͺ΍ͬΘΞɼಝͶࠖೋ͵য়ڱͶ͍Ζࢢʹ΍ʀऑंΏՊఋΝ୯ҲਕखΕ͠࢔͵͏

Γ͑ɼͨ͹ಝ੓ΏωʖθͶԢͣͪ߻ཀྵదഓྂͳࢩԋ͗॑གྷͲ͍Ζɽ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ˠ̓ ಝఈ͹՟ୌΏࠖೋΝ์͓ΖଲেͶ঱఼Ν౲ͱͪࢩԋ 
ˠ̔ ͤ΄ͱ͹ࢢʹ΍ΏՊఋΝଲেͳͪ͢෕ษద͵ࢩԋ 
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３ 各柱別に必要な施策、取組についての意見 

基本理念や柱立てを審議する中で、それらを達成するために必要な施策や取組に関する

意見も多くあった。今後、計画を策定するにあたり審議会の意見として活かされたい。 

 

【柱 1】すべての子ども・若者が生き抜く力を育む 

子どもの安全に関する取組として、昨今増加するネット犯罪、闇バイト、薬の過剰摂取

といった脅威から、子どもを守るための施策の強化が必要である。単なる啓発活動だけ

でなく、子ども自身が身を守る知識を習得し、適切な行動をとれるようになるための実

践的な取組が効果的であり、特に、若年層で増加している自殺などの問題への迅速な対

応が急務である。また、背景にある虐待、トラウマ体験、貧困といった要因へのケアや、

一見問題がないように見える家庭や環境でも、教育虐待や友人関係の悩みなど、息苦し

さや孤立感を感じる子どもへの対応も重要である。 

居場所と体験機会の創出に関する取組として、子ども・若者たちが学校や家庭以外の場

所で、自由に過ごし、思いっきり遊び、悩みや思いを吐き出せる「居場所」の充実が求め

られる。特に中高生になると居場所や支援が急激に少なくなる傾向があることから、こ

の世代へのさらなる支援体制の整備も必要である。地域学習センターや「あやセンター

ぐるぐる」のような既存施設の活用、オンラインでの居場所提供も有効である。また行政

主導ではない、地域による自発的な居場所づくりが近年では広がっており、大学生など

の若者をロールモデルとして配置することで、子どもたちが安心して頼れる「第三の大

人」との出会いを創出することが期待される。子どもたちが夢や目標を見つけ、多様な体

験を通じて「やりたいこと」を応援する環境を整えることが重要である。 

外国にルーツを持つ子ども・若者に対しては、母語で話せる環境の整備や、気軽に利用

できる居場所や支援施設の拡充・充実が求められている。併せて、日本語に不自由のある

保護者に対しては家庭を含めた多角的な支援が必要である。 

その他、非認知能力の向上を目的とした就学前教育プログラムの充実、不登校の子ども

たちへの伴走型支援の強化、ヤングケアラーに対する支援についても取り組む必要があ

る。 
 

【柱 2】安心して子どもを産み育てられる環境を充実させる 

妊娠前からの早期支援と出産後の親へのサポートとして、特に未就学段階からの支援

を強化し、家庭環境によって生じる格差を埋める施策が重要である。保護者のメンタルヘ

ルスが子どものウェルビーイングに大きな影響を与えるため、特に母親のみに子育ての
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ෝ୴͗ॄ஦͢͵͏Γ͑ɼ෈҈ͶرΕశ͏ɼγϛʖφͤΖ͞ͳ͗චགྷͲ͍Ζɽ۫ ରద͵ࢩԋ

ͳ͢ͱɼड़ࢊʀࢢүͱԢԋި෉ۜ͹Γ͑͵ࡃܨదࢩԋɼޛࢊίΠۂࣆ͹֨ैΏϓΟϝϨʖ

ͳ͹ଲ࿫ंޤͳฯڛүͱͶؖͤΖ৚ๅ఑ࢢΝ௪ͣͱɼۂࣆɼֈຌഓා͵ʹ͹Պఋ๜໲څָ

Ν͑ߨखૌͶͯ͏ͱ͹қ͍ͪͮ͗ݡɽΉͪɼฯཱི͢ݿ͗ंޤ͵͏Γ͑ɼϜϜ༓ʀϏϏ༓α

ϝϣωτΡ͹ܙ੔Νଇͤؽճ͹॑གྷ੓΍ࢨఢ͠Ηͪɽ 

ɼͽ͘͞΍Εɼ஦౏ୂָ͵ʹ͹՟ୌΝ์͓Ζࠖߏద͵໲ୌ͹ଠɼৼਐ͹෈௒Ώ෈ౌࡃܨ

ೋ੊ଵ΃͹ܩକద఼͖ͯ॑ద͵ࢩԋ͗චགྷͲ͍Ζɽ೘ָ६ඍۜ͹Γ͑͵ࡃܨదࢩԋ͹಍

೘΍༩ఈ͠Ηͱ͏Ζ͗ɼӀ͘କ͘ɼ߶ߏ஦ୂޛ͹મ୔ࢸΏम࿓ࢩԋ͵ʹɼ઀Η໪͹͵͏৚

ๅ఑ڛͳγϛʖφର੏͹ߑ஛͗චགྷͲ͍Ζɽ 

ऀճదࢩԋ͗චགྷ͵๏΃͹ଲԢͳ͢ͱͺɼࠅ֐ͶϩʖςΝ࣍ͯฯंޤ΃͹ࢩԋΏɼࠅ֐

ਕՊఋಋ࢞͹ͯ͵͗ΕΝγϛʖφͤΖखૌΏɼཱི͢ݿͱ͏ΖՊఋΏ༹ʓ͵ࠖೋͶ௜໚ͤ

Ζฯंޤ͵ʹͶଲ͢ͱɼΠΤφϨʖο͵ʹͶΓΕଡ༹͵ωʖθͶ߻Κͦͪ৚ๅ൅৶Ώࢩ

ԋࡨΝ͑͞ߨͳ͗චགྷͲ͍Ζɽ 

 

【柱 3】地域全体で子どもの成⾧を支える 

Ͳ͵͚ɼָͫ͜ंޤүͱͺɼฯࢢ Δɼ͖͓ߡͱ͏͚΄͘ͳ͹͓ࢩʀԄΏஏҮͳͳ΍Ͷߏ

ஏҮे຿͗ࢢʹ΍ͪͬ͹੔ௗͶकରదͶؖΚΖؽճΝଁΏͤࡨࢬΝ਒Όͱ͏͚͞ͳ͗॑

གྷͲ͍Ζɽͨ͹ͪΌͶͺɼஏҮસରͲʰ͞ʹ΍ΉΞ͵͖ऀճʱ͹͓ߡ๏Ν༙͢ڠɼۢ຿Ҳ

ਕͽͳΕ͗ࢢʹ΍͹੔ௗ͹h घ͓ࢩ Ͳɦ͍Ζ͞ͳ΃͹ཀྵմଇ਒ʀܔ൅׈ಊͶͯ͏ͱ͞ΗΉ

ͲҐ৏Ͷ਒Όͱ͏͚චགྷ͍͗Ζɽ 

ΉͪɼஏҮ͹ϋρφϭʖέΝ͠ΔͶکԿ͢ͱ͏͚ͪΌͶͺɼฯंޤΏࢢʹ΍ͶرΕశ

͏ɼ৶བؖܐΝ஛͜Ζʰ൒ૺंʱΏʰΫʖϏʖλϱʱ͹֮ฯͳү੔͗෈ՆܿͲ͍Ζɽ୴͏

घͳ͢ͱɼ͞ΗΉͲ͹ηέʖϩλʖεϡϩϭʖΩʖΏฯ݊ࢥ౵ͶՅ͓ɼ132 ๑ਕΏ୉ָ

ͳ͹࿊ܠɼஏҮ͹͕͠ܓΞɼ͕ Ͳ৿ͪ͵୴఼ࢻ͏߁Όɼ෱؜΍ࡑΞͳ͏ͮͪਐۛ͵ଚ͠ࢠ

͏घ͹֮ฯɼү੔Ν਒Όͱ͏͚͞ͳΝغଶͤΖɽ͞ ΗΔ͹ਕΏ஄ର͗͢ྙڢɼࢢʹ΍ΏՊ

ఋ͹՟ୌΝ૥غͶ൅͢ݡɼචགྷ͵ࢩԋͶͯ͵͝ΔΗΖΓ͑ɼ͞ ΗΉͲҐ৏ͶஏҮસରͲࢢ

ʹ΍ΝүͱΖ࢕ૌΊ͹ߑ஛͗චགྷͲ͍Ζɽ 
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様々な人たちとともに、 様子を表現した
「子ども・若者」本人をイメージしている

、さらに自己肯定感を育み、進むことができている

子ども・若者本人を見守り支え、 。一方で子育て家庭
もまた支援を受ける場面もあるため、 様子
を示している

子ども・若者と子育て家庭とともに、人生の旅路において個々の状況に合わせて寄り添い、成長
過程や様々な環境に応じた支援を行い、子ども・若者の 姿を
示している

子どもを取り巻く生活環境や、進学、就職、出産などのライフイベントをきっかけに枝分かれして
いく を指している

個々の意見や声が反映され、未来へつながる道を周囲とともに進んでいく中で、出会うことの
できる、自分なりの 等を表現している

子ども・若者の各ライフステージにおいて、受けることができる や利用できる （子育て
家庭や行政・地域・関係機関などが個々に、ないしは連携により提供）を示している（より困難な
人にはより手厚く支援）

※ 幼少期の必要な時に望むものを与えてくれる、守ってくれる「安全基地」の確立が必要。アタッチメントが形成される
ことで探索行動ができるようになる
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子どもが自由に 環境のもとで、
を育むとともに、夢や希望をもてるような支援（体験・遊び、

学び・達成感を得る機会等）を 行い、それぞれの
していく

家庭の し、自立した生活を送るための
を行うとともに、 ができるために取り

組む

子ども・若者、子育て家庭を 支えて
いく









柱1

柱2

柱3
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視点

柱1 柱2 柱3

施策整理のポイント 施策整理のポイント 施策整理のポイント







生まれ育った環境に左右されない未来に向かって、
子ども・若者のウェルビーイングをともに考え、
ともに進むアダチをつくっていく
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足立区こども計画審議会委員名簿 

 

敬称略。選出区分ごとに氏名の五十音順。 

 氏名（敬称略） 所属・役職 等 

学識経験者

委員 

阿部
あ べ

  彩
あや

 東京都立大学 人文社会学部 人間社会学科 教授 

末冨
すえとみ

  芳
かおり

 日本大学 文理学部 教育学科 教授 

藤原
ふじわら

 武男
た け お

 東京科学大学 大学院 医歯学総合研究科 教授 

山田
や ま だ

 哲也
て つ や

 一橋大学 大学院 社会学研究科 教授 

区内有識者

委員 

加藤
か と う

 泰弘
やすひろ

 東京都立青井高等学校校長 

川上
かわかみ

 重昭
しげあき

 足立区民生・児童委員協議会第三合同会長 

髙
たか

木
ぎ

 政代
ま さ よ

 スクールソーシャルワーク・アドバイザー 

中山
なかやま

 勇魚
い さ な

 特定非営利活動法人 Ｃｈａｎｃｅ Ｆｏｒ Ａｌｌ 代表理事 

公募委員 

小野
お の

  茜
あかね

  

菊地
き く ち

 美穂
み の り

  

田中
た な か

 優
ゆう

哉
や

  

山
やま

﨑
ざき

  衛
まもる

  

区議会議員 

太田
お お た

 せいいち 足立区議会議員 

しぶや 竜 一
りゅういち

 足立区議会議員 

ぬかが 和子
か ず こ

 足立区議会議員 

水野
み ず の

 あゆみ 足立区議会議員 

区職員 
勝田
か つ た

  実
みのる

※1 足立区副区長 

中村
なかむら

 明慶
あきよし

 足立区教育委員会教育長 

 

※1 令和 7年 5 月 21 日から任期 

前委員 長谷川 勝美（前足立区副区長）令和 7年 3月 28 日まで 
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審議経過 
 

回 開催日 主な議題 

第 1回 令和 6 年 8 月 27 日 

～第一部～ 

１ 足立区こども計画審議会委員委嘱 

２ 足立区こども計画審議会 会長・副会長選出 

３ 諮問 

４ 区長挨拶 

～第二部～ 

１ 委員自己紹介 

２ こども計画審議会の運営について 

３ こども計画審議会のスケジュール 

４ こども計画策定の趣旨と方向性 

５ こども計画策定の検討素材 

６ 意見交換（区の現状・課題等） 

第 2回 令和 6 年 11 月 21 日 

１ 会長あいさつ 

２ こども計画「基本理念（案）」の検討について 

３ 意見交換 

第 3回 令和 7 年 2 月 21 日 

１ 会長あいさつ 

２ こども計画「基本理念（案）」及び「柱立て」について 

３ こども計画「施策」の検討について 

４ 第４回、第５回こども計画審議会の日程について 

第 4 回 令和 7 年 5 月 21 日 

１ 会長あいさつ 

２ こども計画「施策」の検討について 

３ 意見交換 

４ 答申書について 

第 5回 令和 7 年 8 月 27 日 

１ 会長あいさつ 

２ 答申書の確認について 

３ 意見交換 
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